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安全性の高い食糧生産及び稲作による周辺環境への負

荷の軽減を図るため、環境に優しい稲作技術の開発が望

まれている。また、近年はへりコプターによる広域防除

の実施面積の減少（千葉県農業共済組合連合会、2003）

で、本田での無防除栽培が増加する傾向にある。無防除

の水田では気象変動の激化に伴う病害虫の異常発生が懸

念され、薬剤防除に頼らない、環境に優しい稲作技術の

確立は急務となっている。

その技術開発の一つとして、農薬散布回数の削減に対

応できる病害虫抵抗性品種の育成があげられ、千葉県農

業総合研究センター育種研究所ではツマグロヨコパイ

（GreenRiceLeafhopper，以下ＧＲＬＨと示す）及びい

もち病抵抗性を導入した良質・良食味品種の育成を進め

てきた。

ＧＲＬＨではトビイロウンカのような激しい吸汁害は一

般に見られていないが、本田でのその生息密度は水稲害

虫の中で最も高い（千葉県病害虫防除所、2002)。した

がって、異常気象下でＧＲＬＨが異常発生した場合は吸汁

害の発生が予想されるとともに、生息密度が高い状況が

継続するとＧＲＬＨが媒介する黄萎病や萎縮病の発生が増

加すると予想される。

いもち病は、稲作期間が高温多照な年は常発地を除い

て発生はみられないが、低温寡照年には県内全域で発生

し、発生程度の年次変動が大きい病害である。千葉県の

主要品種「コシヒカリ｣、「ふさおとめ」及び「ひとめぼ

れ」は、いずれもいもち病抵抗性が弱いことが天候不良

年の被害を大きくする一因であり、いもち病の被害を防

ぐには薬剤防除に頼らざるを得ないのが現状である。

ＧＲＬＨ抵抗性育種は1970年頃から行われ、農林水産省

の農業研究センター（現農業・生物系特定産業技術研究

機構作物研究所)、九州農業試験場(現同九州沖純農業研
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究センター）及び東北農業試験場（現同東北農業研究セ

ンター）の国立の研究機関及び愛知県農業総合試験場に

おいて、日本型品種に「Pe-bi-hum｣、「Lepedumai｣、

「Rantaj-emas2」等のインド型品種の抵抗性の導入が

試みられた。その結果、1980年代に「中母農２号」（金

田ら、1985)、「中母農５号」（井辺ら、1978）及び「中

母農６号｣(岸野ら、1987)の中間母本及び抵抗性系統｢愛

知80号」（農林水産省農業研究センター、1989）が育成

されたが、いずれも実用形質は不十分な系統であった。

近年、埼玉県農林総合研究センターでは「中母農２号」

由来のＧＲＬＨ抵抗性を導入した実用品種｢彩のかがやき」

及び「彩のきらびやか」（荒川ら、2003）を、愛知県農

業総合試験場は「愛知80号」由来の「大地の風」（井淫

ら、2001）をそれぞれ育成した。しかし、これらの

ＧＲＬＨ抵抗性品種はいもち病抵抗性を併せ持っているが、

いずれも極晩生品種で、千葉県の早期栽培では栽培が困

難である。

千葉県農業総合研究センターでは、1993年からＧＲＬＨ

及びいもち病に抵抗性で早生～中生の実用品種の育成に

取り組み、中生で両病害虫に抵抗性が強い中間母本「中

母農６号」と良質・良食味品種との交雑によって、「佐

系ツマ2３Ｄ｣、「佐系ツマ28｣、「佐系ツマ33」及び「佐系

ツマ39」を有望系統として育成した。これらの系統の実

用形質には未だ改良の余地はあるが、交配親の選定方法

等、病害虫抵抗性品種の育成方法について有益な知見が

得られたので、育成経過や特性とともに報告する。

本研究は、環境保全型農林業技術開発研究事業（Ｉ～

Ⅱ期）の水稲プロジェクトチームで実施された。水稲プ

ロチーム長の前農業試験場水田作研究室深山政治室長

（前農業総合研究センター技監）及び各チーム員の皆様

には研究遂行にあたり有益なご助言をいただいた。また、

地域適応性検定試験では同センター育種研究所水稲育種

研究室成東育成地和田潔志上席研究員にご協力いただい

た。さらに、前農林水産省農業研究センター作物開発部

稲育種法研究室池田良一室長(現JIRCAS生物資源部長）

には育成方法について有益なご助言をいただいた。ここ



品種･系統名

ｌ～３個体を１本植えした。冬期の世代促進については

世代促進温室内で行った。ポット移植した個体について

７時間日長で管理し、栄養生長期間は夜間に１時間電照

して暗期を中断するとともに、気温を20℃以上にして管

理した。夜間の電照を取りやめた後の生殖生長期間は昼

温25～35℃、夜温25℃で管理した。

に深く感謝の意を表する。

Ⅱ材料及び方法

１．育種目標及び育成方法

各育成系統の交配組合せを第１図に、交配親の特性概

要を第１表に示した。ＧＲＬＨ抵抗性及びいもち病抵抗性

で良質・良食味の早生～中生品種を育成するため、

ＧＲＬＨ抵抗性で中生の中間母本「中母農６号」に栽培特

性及び品質・食味が優れる早生～中生のうるち品種を３

回（三系交配）または４回（多系交配）交配した。育成

期間の短縮を図るため、各交配によって得られたF,また

はＢＩＦ,個体について冬期にＧＲＬＨ抵抗性検定を行い、抵

抗性個体を世代促進した。Ｆ２またはＢｌＦ２個体は夏期に

ＧＲＬＨ抵抗性検定を行い、生育、収量、玄米千粒重及び

玄米品質が優れる一部の抵抗性個体を親とした交配を実

施した。三系交配または多系交配後のＦ１～F3個体につい

てもＧＲＬＨ抵抗性検定を行い、Ｆ１及びF3個体について冬

期世代促進した。Ｆ４世代は単独系統選抜、Ｆ5世代以降は

生産力検定試験に供試し、並行してGRLH及びいもち病

抵抗性検定ほか各種特性検定を実施した。

３．単独系統選抜、生産力検定試験及び地域適応性検定

試験方法

（１）単独系統選抜（Ｆ１世代）

４月下旬に各系統24個体を水田ほ場に１本植えし、生

育量、登熟状況、出穂期等によってほ場選抜を行い、さ

らに、室内において病害虫抵抗性及び玄米品質による選

抜を行った。

（２）生産力検定試験

４月下旬に１株当たり苗４本を水田ほ場に手植えした。

１区面祇は4.1㎡で２反復とした。病害虫抵抗性、熟期、

登熟状況、草型、収量、玄米品質及び食味等により選抜

した。

（３）地域適応性検定試験

県内適応性をみることを目的として、「佐系ツマ33｣及

び「佐系ツマ39」を水稲育種研究室（佐原市)、同成東

育成地（成東町）及び生産技術部水田作研究室（千葉市）

の３場所で生産力検定試験に供試した。ｌ区面積は5.1

㎡で２反復とした。選抜基準は(2)の生産力検定試験に

準じた。

2．初期世代（Ｆ１～F3）の栽培方法及び世代促進方法

初期世代はｌ／5000ワグネルボットにポット当たり

》
癖
》
厩

中母農６号

:鋤墓』。 4．特性検定方法

（１）病害虫抵抗性検定

イネ育種マニュアル（農林水産省農業研究センター、

初星

第１図ツマグロヨコバイ抵抗性系統の交配組合せ

注）千葉6号は、のちの「ふさおとめ｣。
東北152号は、のちの「まなむすめ｣。

第１表 交配親の特性概要

初星

育成系統への導入
が期待される特性

劣る特性特性概要
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Ｌ
２
３
４

ＧＲＬＨ抵抗性の中間母本。熟期が千葉県の早期栽培で
は中生であり、いもち病抵抗性が強い。生育堂がやや
少なく、玄米千粒重が小さく、収量性はやや少ない(岸１.ＧＲＬＨ抵抗性
野ら、1987)。ＧＲＬＨ抵抗性は2～3対の補足遺伝子に支２.いもち病抵抗性
配され、ＧＲＬＨの生態型の変化による抵抗性の崩壊が３．熟期（中生）
みられず、抵抗性は安定している(池田ら、1989,
1990)。

1.収量性
2.やや小粒

3.玄米品質

千葉県の早生の奨励品種で、耐冷性が強く、穂発芽し
難く、やや大粒だが玄米品質が良好で良食味である。
いもち病抵抗性及び耐倒伏性がやや劣る(渡部ら、
1998)。

千葉６号
(ふさおとめ）

千葉県の中生の奨励品種で、耐倒伏性が強く、穂発芽
し難く、収量性が優れる。やや大粒で玄米品質及び食
味は｢コシヒカリ｣よりやや劣る。 性

性
芽

量
大
発

収
粒
穂

１
２
３

１.いもち病抵抗性
2.耐倒伏性

1.玄米品質

1.いもち病抵抗性
2.食味
3.穂発芽性
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中生でいもち病抵抗性、耐冷性及び耐倒伏性が強く、
穂発芽し難く、やや大粒の良食味品種である(松永ら、
2002)。

東北152号

(まなむすめ）
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1995）に準じて、以下のとおり抵抗性検定を行った。

ｉ・シマグロヨコバイ抵抗性

検定には長さ18ｃｍ、内径15ｍｍの試験管と綿栓を用

いた。幼苗検定は、葉令が３～４葉の苗を１個体入れた

試験管に２～３齢の幼虫５頭を放飼した。また、成体検

定は、出穂期の止葉葉身１枚を入れた試験管に２～３齢

の幼虫10頭を放飼した。幼苗検定では３日後、成体検定

では４日後の生存虫数を感受性品種「初星」及び抵抗性

品種「中母農６号」と比較し、抵抗性個体を選抜した。

ii・いもち病ほ場抵抗性検定

（ｉ）葉いもち検定

水稲育苗箱に１箱当たり８系統、１系統当たり100粒

を５月下旬には種し、防風、遮光ネット及びスプリンク

ラーを設置した畑ほ場に配置する畑晩播法で検定した

（林ら、1996)。苗の葉令が４葉期にいもち擢病葉を散

布するとともに人工降雨によって発病を促進した。

(ii）穂いもち検定

防風・遮光用のネット及びスプリンクラーを設置した

多肥条件（１０ａ当たり窒素施肥量、基肥９ｋｇ，追肥３ｋｇ

×２回）の水田ほ場に晩植（７月上旬植え）した。各系

統当たり７個体を１本植えし、分けつ盛期にいもち病擢

病苗をほ場内に置き、人工降雨で発病を促進する散水検

定法で検定した。

（２）耐冷性検定

ｌ／5000ワグネルポットにｌポット当たり１本植え

で各系統３個体を栽培し、葉耳間長が＋の茎が観察され

た時点から、日長が４時間、気温は昼22～23℃、夜16～

17℃で２週間冷温処理し、不稔率を調査した。

（３）穂発芽検定

成熟期に穂を採取し、直ちに４℃一定で冷蔵した。供

試系統が揃った段階で水に24時間浸漬後、気温27℃、湿

度95％以上の恒温器に置床し、３，５，７日後の発芽率

を調査した。

（４）食味官能試験

精白米量に対して加水量1.37倍で炊飯し、基準品種を

「初星」とした官能試験を実施した。供試系統及び良食

味の指標となる「コシヒカリ」を「初星」と同時に炊飯

し、パネル数７～11名で、総合評価、外観、香り、味、

軟らかさ及び粘りについて、＋５～－５の段階評価を行

った。なお、総合評価の値が「コシヒカリ」並の系統を

2.0,「初星」並の系統を3.0にランク付けし、比較評価

した。
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Ⅲ試験結果

１．育成経過

試験年次別の育成世代と冬期の世代促進の状況及び抵

抗性検定の実施時期、抵抗性系統の選抜数及び選抜系統

を第２表に示した。選抜した抵抗性系統の育成経過は以

下のとおりである。

（１）「佐系ツマ2３Ｄ」及び「佐系ツマ28」

1993年夏に１回目の交配「初星／中母農６号」を行い、

F,個体を冬期世代促進した。

1994年夏に、抵抗性が分離するＦ2個体の幼苗検定を行

い、抵抗性個体を養成した。出穂期が早く、穂数が多く、

生育が良好なF2個体を母本として「初星」を戻し交配す

る２回目の交配「初星/中母農６号"初星」を行った。交

配によって結実した種子から育苗したＢｌＦ,個体について

冬に幼苗検定を行い、抵抗性個体を冬期世代促進し、登

熟、穂重収量及び玄米品質が優れた個体から採種した。

1995年夏に、ＢＩＦ2個体の幼苗検定を行い、抵抗性個体

を養成した。さらに、各個体の止葉を用いた成体検定を

行う一方、生育が良好なＢｌＦ２個体を父本として三系交配

となる３回目の交配「千葉６号/３/初星/中母農６号"初

星」を行った。父本としたＢｌＦ２個体の中で成体検定の結

果が抵抗性で、生育、穂重収量、玄米千粒重及び玄米品

質が良好な個体を交配して得た種子からＦ１個体を冬に育

苗した。その後、幼苗検定を行い、抵抗性個体を冬期世

代促進して採種した。

1996年夏に三系交配のF2個体の幼苗検定を行い、抵抗

性個体を養成した。さらに、成体検定を行い、抵抗性で

生育、登熟、穂重収量、玄米千粒重及び玄米品質が優れ

るF2個体について採種した。冬にF冊個体の幼苗検定を行

い、抵抗性個体を冬期世代促進して採種した。

1997年はF４世代について単独系統選抜を行った。Ｆ３

個体由来の14単独系統をほ場で栽培し、立毛での登熟、

収量性等により２系統を選抜した。

1998年はF６世代の２系統を生産力検定試験に供試し、

収量性といもち病抵抗性に優れたｌ系統を選抜し、「佐

系ツマ23」の系統名を付与した。残り１系統はＧＲＬＨ抵

抗性に分離が認められたため、感受性の系統を除いて翌

年に再試験を行った。

1999年は「佐系ツマ23」を継続検討し、有望と認めら

れたが、系統群内の５系統の間に生育の分離がみられた

ので５系統を採種し、「佐系ツマ23Ａ～Ｅ」とした。一方、

前年の生産力検定試験の再試験を行った系統「98424」

は食味やいもち病抵抗性に優れたが、系統群系統間の生

育に分離がみられたので３系統を選抜し、「佐系28～30」
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とした。2000年は生産力検定試験に供試した８系統か

ら「佐系ツマ2３Ｄ」及び「佐系ツマ28」を選抜し、２００１

年まで試験を継続した。

（２）「佐系ツマ33」及び「佐系ツマ39」

1995年までは、「佐系ツマ2３Ｄ」及び「佐系ツマ28」

と同様の育成経過とした。

1996年夏に、三系交配「千葉６号/３/初星/中母農６号

"初星」のF2個体の幼苗検定を行い、抵抗性の各個体につ

いて出穂期に成体検定を行うのと並行して、生育が比較

的良好なF2個体を父本として多系交配となる４回目の交

夏

夏

卜

第２表ツマグロヨコパイ抵抗性系統の育成経過及び選抜系統

千葉６号
/３／初星／中母農６号／／初星

抵 抗 性 １ ０ 個 体 を 養 成

生育,収戯，玄米千粒重，玄米品質が優れる５
個体から採甑

Ｆ３幼苗検定（３２供試→抵抗性１４）

抵 抗 性 １ ４ 個 体 を 冬 期 世 代 促 進後に採種

単独系統選抜Ｆ４

供試数１４選抜数

選抜系統→９８生検試験番号
１９０７→９８４２４

１９０９→９８４２５

２

生産力検定Ｆ５

供試数２

選抜数１

選抜系統

・９８４２５→佐系ツマ２３

生産力検定Ｆ６

供拭数１

選抜数ｌ

週抜系統

・佐系ツマ２３（分離）

から５系統派生

→佐系ツマ２３Ａ～Ｅ

生産力検定Ｆ７

供試数５

選抜数ｌ

選抜系統

佐系ツマ２３Ｄ

生産力検定Ｆ８

佐系ツマ２３，

食味はやや良好だが

品質及び穂発芽性

が劣り，険験中止

抵抗性分離系統

・９８４２４

生産力検定Ｆ５

９８４２４再試験

供試数ｌ

避抜数 ｌ

避抜系統

・９８４２４（分離）から

３系統派生

→佐系ツマ２８～３０

生産力検定Ｆ６

供試数３

選抜数ｌ

選抜系統

佐系ツマ ２８

生産力検定Ｆ７

佐系ツマ２８

食味は良好だが

品質及び 穂発芽性

が劣り，試験中止

生産力検定Ｆ５

供拭数１ｏ

選抜 数 ４

遡抜系統

・９９４１５（分離）から

２系統派生

→佐系ツマ３１～３２

・９９４１７

→ 佐 系 ツ マ ３ ３

・９９４１８

→ 佐 系 ツ マ ３ ４

・９９４１５（分離）から

３系統派生

→佐系ツマ３５～３７

生産力検定

供拭数７

選抜数３

選抜系統

佐系ツマ３３

Ｆ６

３６ ３７

地域適応性検定

佐系ツマ３３Ｆ７

品質及び穂発芽性

が 劣 り ， 試 験 中 止

生産力検定Ｆ７

供賦数２避抜数０



F3個体由来の117単独系統をほ場で栽培し、登熟、収量

性等により６系統を選抜した。

2000年は生産力検定試験を継続した。Ｆ6世代につい

て７系統を供試し、「佐系ツマ33｣以下３系統を選抜した。

また、Ｆ６世代について６系統を供試し、２系統を選抜し、

ｌ系統に「佐系ツマ39」の系統名を付与した。

2001年は「佐系ツマ33」及び「佐系ツマ39」を地域適

応性検定試験に供試した。

配「東北152号/４/千葉６号/３/初星/中母農６号"初星」

を行った。父本としたF2個体の中で成体検定の結果が抵

抗性で、生育、登熟、穂重収量、玄米千粒重及び玄米品

質が良好な個体を交配して得た種子からＦ１個体を冬に育

苗した。その後幼苗検定を行い、抵抗性個体を冬期世代

促進して採種した。

1997年夏に、多系交配のＦ２個体の幼苗検定を行い、

抵抗性個体を養成し、穂重収量、玄米千粒重及び玄米品

質が優れたF2個体から採種した。冬にF3個体の幼苗検定

を行い、抵抗性個体を冬期世代促進した。さらに、成体

検定を行い、抵抗性のF3個体から採種した。

1998年はF4世代について単独系統選抜を行った。Ｆ:Ｉ

個体由来の132単独系統をほ場で栽培し、全体に倒伏し

たが立毛での登熟、収量性等により10系統を選抜した。

1999年はF‘世代の10系統を生産力検定試験に供試し、

収量性といもち病抵抗性に優れた７系統を選抜し、１系

統に「佐系ツマ33」の系統名を付与した。一方、前年に

供試したF4世代について再度、単独系統選抜を行った。

２．育成系統の特性

育成したＧＲＬＨ及びいもち病抵抗性（病害虫抵性）の

４系統（以下、育成４系統）の生育、収量び諸特性を第

３及び４表に、ＧＲＬＨ抵抗性検定結果を第５表に、いも

ち病抵抗性検定結果を第６表に、耐冷性検定及び穂発芽

検定結果を第７表に、食味官能試験結果を第８表に示し

た。

育成４系統のＧＲＬＨ抵抗性は交配親の「中母農６号」

と同程度の抵抗性を示した。「佐系ツマ2３Ｄ｣、「佐系ツ

第３表「佐系ツマ39」及び「佐系ツマ33」の地域適応性検定試験及び特性検定試験（2001）

水田作

(千麺

佐系ツマ３９
ふさおとめ

初星

‐必 同 必 、

綱綱篇濡雷雛(縞(鴇詞錘外観食味難噸-耐篇一両言系統名
品一ヨコバイ

ふさおとめ７．１７８．２４７７１８．６４５０２．５６５．０１０４２３．６３．０２．０難極強やや弱中Ｓ
初星７．１８８．２５７８１７．０５１ ５２．０５９．５１００２３．７４.０３．０中中中中Ｓ

佐系ツマ２３，１）７．１８８．２８７９１８．２４２６３．０６１．２１０３２４．９５．０２．５易やや強強やや強Ｒ
、ツマ281）７．１８８．２８８０１７．４４７０２．５５９．４１００２４．９４．０２．０やや易やや強強やや強Ｒ

注1)交配組合せ：千葉6号3/初星/中母農6号ゾ/初星２)播種期:４月４日,移植期:４月24日，窒素施肥量(kg/lOa):基肥6,穂肥３．
３)倒伏及U病害の発生程度は，０(無)～5(甚)の6段１１皆評価４)玄米外観品質及び食味は，１(上･上)へg(下･下)の9段階評価．
５)穂発芽性は，成熟期に穂を採取し，４℃で冷蔵後，２４時間水に浸漬し，２７℃，湿度95％以上の恒温器内に憧床し，３日，５日，７日後

の発芽率を達観調査．
６)耐冷性は，各系統３個体をポット栽培し，葉耳間長が＋の茎が観察された系統から，日長4時間で気温は昼22～23℃，夜16～17℃で
２週間冷温処理し，成熟後，不穏率を調査した．

７)いもち検定は如晩播法及び散水検定法による．８)ツマグロヨコパイ抵抗性は、Ｒ:抵抗性,Ｓ:感受性で示した．

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｒ

『
中
中
強

》
》
中
強

強
趣
中
鋤

中
難
中

佐系ツマ391）
ふさおとめ

初星

佐系ツマ331）

7．１６８．２３８０１８．６４６７２．０６３．８１１０２４．０４．０３．５

７．１７８．２３７８１８．５４８３２．５６４．６１１２２３．７４．０２．０

７．１９８．２６８０１７．６５０５１．５５７．６１００２３．２４．０３．０

７．１９８．２８７６１９．０４２８１．０５６．９９８２３．８４．０３．０

極
御

佐系ツマ３３

佐系ツマ３９
ふさおとめ

初星
佐系ツマ3３

西川・小山・渡部：ツマグロヨコバイ抵抗性を導入した水稲新系統の育成

7．１０８．１２７１１８．７４０７０．０５６．７９４２４．３４.０３．５中

７．１１８．１３７７１８．５４９３０．０６２.５１０４２２．８２．０２．０難

7.13８．１６８０１８．４４９６０．０６０．１１００２２．９５.０３．０難
7.14８．１９７９１９．４４１５０．０６１．１１０２２３．９４．０３．０やや難

成繍:地
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注l)交配組合せは、東北152号4/千葉6号ゾ3/初星/中母農6号/初星．２)窒素施肥壁(kg/lOa）：基肥６，穂肥３．
３)播種期：佐原４月１日，千葉３月30日，成東４月20日，移植期：佐原４月25日，千葉４月20日，成東５月10日
４)倒伏及び病害の発生程度は，０(無)～5(甚)の6段階評価．５)玄米外観品質及び食味は，ｌ(上･上)へe(下･下)の9段繕評価．
６)穂発芽性は，成熟期に穂を採取し，水田作は即日，水稲育種及U城東育成地は冷蔵後，２４時間水に浸涜し，水稲育種は27℃，
水田作及び成東育成地は常温で放匝し，各系統の発芽率で評価した．

７)耐冷性は，各系統3個体をポット栽培し，葉耳間長が＋の茎が観察された系統から，日長4時間で気温は昼22～23℃，夜16～17℃で
２週間冷温処理し，成熟後，不稔率を調査した．

８)いもち検定の評価は水稲育種研究室の特性検定結果による．９)ツマグロヨコパイ抵抗性は、Ｒ:抵抗性,Ｓ:感受性で示した．

7．１５８．２０７８２０．０４６４１．３６５．４９９２３．８４．０４．０やや勘

7.17８．２２８５１９．４５０１１．８６３．７９６２２．３２.０２．５難
７．１９８．２３８３１９．４５１８１．０６６．３１００２２.５４．０３．０難
7.19８．２３８０１９．５４４６１．５６４．９９８２３．４４．０３．０やや難

第４表「佐系ツマ28」及び「佐系ツマ23D」の生産力検定試験及び特性検定試験（水稲育種研究室，2001）



第５表育成系統のツマグロヨコパイに対する抵抗性（2001） マ28」及び「佐系ツマ33」の熟期は「初星」並～やや遅

い中生、「佐系ツマ39」の熟期は「初星」より２～３日

早い早～中生であった。また、育成４系統の収量性は

「初星」並であった。育成４系統はいずれもいもち病抵

抗性が強く、穂発芽性は「中」～「易」で、玄米千粒重

が大きく、玄米品質は心白及び乳白の発生により「ふさ

おとめ」に劣るなどの共通する特性がみられた。しかし、

食味は「初星」に比較して「佐系ツマ23D」及び「佐系

ツマ28」がやや優り、「佐系ツマ33」は並、「佐系ツマ39」

はやや劣った。

第７表耐冷性検定及び穂発芽検定（2001,水稲育種研究室）

！

中母農6号
佐系ﾂﾏ2３Ｄ
佐系ﾂﾏ２８
佐系ﾂﾏ3３

７
７
７
７

４
３
３
５

２
３
３

１
１
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

１

１

易
やや易

中

固陣【E何当たり止集約１０画､l職 〕jIIn"１画1し.３日後に､唖

2)判定のSﾘ感受性､Rは抵紺生を表す．

第６表いもち病圃場抵抗性検定試験（2001）

穂発芽検定

蒲需評価
やや強
やや強
極強

品種名ｉ賞伝子弊

佐系ツマ２８
佐系ツマ３３

佐系ツマ３９
初 星

ひとめぼれ

強

強

やや強

中
弱

やや強

強
やや強

中
やや弱

５
０
５
０
５

５
５
６
８
９

？
ワ
．
？
”
”

Ⅳ考察

育成４系統の穂発芽性は「中」～「易」とばらついた

が、既存の奨励品種並の「難」と評価されるものはなか

った。櫛測（1992）によれば、穂発芽性の遺伝様式は複

雑で多くの遺伝子が関与しているとされる。育成４系統

の穂発芽しやすい特性は、「中母農６号」から引き継がれ

ていると思われるが、本研究では穂発芽性が「難」の品

種を「中母農６号」に交配しても穂発芽性「難」の育成

系統は得られなかった。したがって、遺伝的には穂発芽

性が「易」の遺伝子が「難」の遺伝子に対して優‘性に働

いていると考えられたが、この考察の妥当性及び櫛測の

説と符合するかどうかは、今後の遺伝分析の結果を待ち

たい。

また、ＧＲＬＨ抵抗性と穂発芽性の連鎖関係については、

育種を効率的に進める上で解明する必要があるが、連鎖

分析を行っていないので不明である。ただし、育成4系

統の中には穂発芽性が「中」の系統もあることから、た

とえ連鎖しているとしてもその程度は極めて強いもので

はなく、育成系統に穂発芽性「難」の品種を繰り返し交

配することで、ＧＲＬＨ抵抗性で穂発芽性「難」の品種を

育成することは可能であると考えられる。

さらに、ＧＲＬＨ抵抗性の幼苗検定に用いた幼苗の生育

には個体差が認められたが、生育が早い個体を優先的に

検定に用いると、休眠が浅い、穂発芽しやすい個体のみ
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コシヒカリ＋７．０中６．５やや弱

１
１

強
中

く
く

ヤマピコ

金南風
髄
蹄

７．５

７．５

合評価は，＋５(かなり良)～－５(かなり不良)で評価．
2)**は１％水準で，＊は5％水箪で基池品種との有意差があることを示す．

知 旭齢８．５（弱
ﾄヨニシキ

キヨニシキ

ｊ
ｊ

強
中

く
く

確
齢

2.9

3.9

2001.10.1810名初星佐系ツマ39-0.03-0.40０．００-0.20-0.20-0.20３．５
コシヒカリ０．８０寧．０．３００．０００．９０寧．０．３００．７０．掌２．０

注１らかは＋５(かなりらかい)～－５(かなり硬い)，粘りは＋５かまりい～－５(かなり弱い)，そのの"及び

ササニシキＦｿiョ 5.9（弱

１
１

強
中

く
く

（強）

(やや弱）

トドロキワセ

藤坂5号

Ｒ 〃５．５

Fｿ７８．０

2.7

6.5

｡〃９－０

千葉県農業総合研究センター研究報告第４号（2005）

死),穂いもち検定が0(無椛病)～１０(全籾擢病)．
2)評価の（）内は基準品種の評価基地．

０．０９

０．１８
2001.10.2411名初星佐系ツマ3３０．１８-0.09

コシヒカリ０．３６＊＊０．０９

佐系ツマ2３Ｄ
佐系ツマ２８

佐系ツマ3３

3.0

2.0

食味官能試験（水稲育種研究室，2001）

８
８
４

２
２
１

４
７
９

９
８
６

０．００

０．００

5８ヰ

{】坪

（極強）
（弱）

(やや強）
（強）

極難
やや難

(極難）
（難）

ふさおとめ

ハヤヒカリ

初星
コシヒカリ

０
８
２
１

１
８
３
２

６
７
５
８

１
４
５
３

零腎予言【寸翼キツ目切1』悪#１

処理は各系統3個体をポット栽培し,葉耳間長が＋の
茎が観察された系統から，日長4時間で気温は昼22～
２３℃，夜１６～１７℃で2週間冷温処理し，成熟後に調
査した．

2)穂発芽検定は成熟期に5穂を採取し，冷蔵庫で保管
後，供試系統が揃った段階で，温度27℃，湿度95％以
上の定温器に温床した．腫床後の発芽籾の割合を達観

調査した．

3)評価を（）書きとした品種は各検定の基遜品種である．

第８表食味官能議

＊＊

＊＊

０．２７

０．００

ノ、 、

品 種名総合評 価外 観香 り味 軟ら かさ 粘り 判定

0．２９

０．５７

０．７１

０．２７

０．２７

０．２９

０．４３＊

０．１４

－０．２９

０．８６

０．００

佐系ツマ2３Ｄ

佐系ツマ２８

コシヒカリ

本

＊本

＊＊

５
０
０

●
●
●

２
２
２

2001.11.87名初星

0．４３

０．７１

０．７１
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を無意識のうちに選抜する可能性が高い。したがって、

検定個体の育苗はやや時間をかけ、生育が異常に劣る個

体を除いたうえで、無作為に検定個体を選ぶことが重要

と考えられた。

GRLH抵抗性系統の育成過程の初期分離世代では、

GRLH抵抗性の生物検定において抵抗性と感受性の中間

の反応を示す個体がみられた。抵抗性遺伝子がへテロの

場合など、遺伝子型が原因となって弱い抵抗性を示すと

推察されるが、幼苗検定では中間型の個体は廃棄せざる

をえないのが現状である。さらに、ＦＵＫＵ'IYKら（1998）

は、「中母農６号」が２個のＧＲＬＨ抵抗性の補足遺伝子

G油2、Ｇ油4〃を持つことを明らかにし、さらに、福田ら

（1997)はG油2及びG油ｲ〃のそれぞれの遺伝子を単独で

持つ同質遺伝子系統を育成し、Ｇ油2を単独に持つ固定個

体の幼苗検定時の抵抗性は不安定で抵抗性～感受性の

様々な反応を示すが、Ｇ油のを単独に持つ固定個体はす

べて感受性の反応を示すとしている。以上は、Ｇ油2及び

Ｇ"Ｗ１ﾘﾉに複雑な相互関係があることを示唆するととも

に、生物検定ではG油2を単独で持つ個体を、Ｇ油2及び

Ｇ油‘のを併せ持つ個体と同様に抵抗性個体として選抜

してしまう可能性があることを示している。したがって、

GRLH抵抗性品種の育成過程の初期分離世代では、表現

系に頼った生物検定による個体選抜の他に、遺伝子型を

直接確認できるDNAマーカーによる選抜が正確で効率

的と考えられ、今後は選抜にマーカーを積極的に利用す

る必要がある。

育成４系統の玄米品質は「初星」並からやや良好であ

ったが、「ふさおとめ」に比べて劣った。育成４系統の玄

米千粒重は「ふさおとめ」に比べて１～７％大きい23.5

～25.09の大粒であることが原因の１つと考えられる。

育成４系統の玄米品質の改善には品質が良好な品種を母

本とした交配がさらに必要であるが、系統の選抜に際し

ては玄米千粒重の上限を定め、比較的大粒で玄米品質に

優れる｢ふさおとめ」（渡部ら、1998)の玄米千粒重(22.5

～23.09）を基準とした系統選抜が必要である。

育成４系統のうち、「初星」より良食味だった「佐系

ツマ2３Ｄ」及び「佐系ツマ28」の交配組み合わせは「千

葉６号/３/初星/中母農６号"初星｣であった。三系交配の

最後に父本に用いた「千葉６号（ふさおとめ)」はいも

ち病抵抗性が葉いもち「やや弱｣、穂いもち「中」であり、

いもち病にやや弱い品種である（渡部ら、1998)。１９９５

年の交配実施時点では、「ふさおとめ」の交配親としての

利用は玄米品質や食味の改善に効果的であるが、いもち

病抵抗性の強化には逆行すると考えられた。しかし、

「佐系ツマ23D」及び「佐系ツマ28」は、いもち病抵抗

性が葉いもち「強｣、穂いもち「やや強～強」で「ふさ
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おとめ」より明らかに強く、かつ「ふさおとめ」の良食

味を兼ね備えていた。

一方、いもち病抵抗性の強化を目標として、前記の組

み合わせに、いもち病抵抗性の良食味系統「東北152号」

（松永ら、2002)を交配した組み合わせから育成した｢佐

系ツマ33」及び「佐系ツマ39」は、食味が「初星」並ま

たは「初星」に劣り、食味の改善はみられなかった。

なお、育成４系統の収量性については既存の奨励品種

と差がなく、生産力は問題ないと思われた。

以上から、病害虫抵抗性の改良を目的とした交配親の

選定に際しては、いもち病抵抗性にとらわれず、玄米品

質、食味及び穂発芽性に優れる本県育成系統を中心に幅

広い交配組合せを検討する必要があると考えられる。

本報告の育成４系統は、既存の奨励品種に比較して玄

米品質及び穂発芽‘性が劣り、実用品種には至らなかった。

しかし、育成４系統は、収量性、玄米千粒重及び食味に

ついては実用レベルに達しており、今後は、これらの系

統を交配親とした育種を継続し、病害虫抵抗性の実用品

種の育成を目指したい。

Ｖ要約

１．ッマグロヨコバイ及びいもち病抵抗性の早生～中

生系統「佐系ツマ23D｣、「佐系ツマ28｣、「佐系ツマ33」

及び「佐系ツマ39」を育成した。

２．育成系統の収量性は｢初星｣並だったが､穂発芽性は

「中～易」で、いずれの系統とも玄米千粒重が大きく、

心白及び乳白米が多発して玄米品質が低下するなどの共

通する特性がみられた。

３．食味が「初星」に優り、いもち病抵抗性が強い「佐

系ツマ2３Ｄ」及び「佐系ツマ28」の交配組み合わせは

「千葉６号/３/初星/中母農６号//初星」であった。

４．育成したツマグロヨコバイ抵抗性系統の穂発芽性、

玄米外観品質及び食味を改善するためには、幼苗検定材

料の養成方法、玄米千粒重の選抜基準及び交配親の選定

方法に留意する必要があると考えられた。
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BreedingofNewRiceHxedLineswithGreenRiceLeafhopperResistancein

theEarlySeasonCultureinChibaPrefecture．

YasuyukiNIsHIKAwA,YUtakaKoYAMAand'IbmioWXrANABE

Keywords：paddyrice,greenriceleafhoppel;insectresistance，

blastresistance,sustainableagriculture

Sｕｍｍｑｒｙ

‘‘Sakeitsuma23D，，，‘‘Sakeitsuma28'，，“Sakeitsuma33，，ａｎｄ“Sakeitsuma39”aregreenrice

leafhopper(abbr､GRLH)andblastresistance,nonglutinouspaddyricefixedlinesnewlyraisedinthe

ChibaPrefbcturalAgricultureResearchCenter.“Sakeitsuma23D，，ａｎｄ‘‘Ｓａｋｅｉｔｓｕｍａ２８"wereselected

fifomtheprogenyofthecrossof“Ｃｈｉｂａ６,Fusaotome/3/Hatsuboshi/Norin-PL6//Hatsuboshi”．‘‘Sakei

tsuma33，，ａｎｄ“Ｓａｋｅｉｔｓｕｍａ３９，，wereselectedfromtheprogenyofthｅｃｒｏｓｓｏｆ“Tbhoku

l52Manamusume/4/Chiba6,Fusaotome/3/Hatsuboshi/Norin･PL6"Hatsuboshi，，､4fixedresistance

linesaresimilarlycharacterizedbybiggrainsize,infbriorto“Fusaotome，，ingrainqualityblnaddition，

thosetolerancetosproutingaremediumormoderatelyweak､Eatingqualityof“Sakeituma23D，'ａｎｄ

“Sakeituma28'，weresuperiorto“Hatsuboshi，，、

Inordertodevelopanewcultivarwithsuperiorgrainqualitybrarelysprouting,GRLHresistanceand

highfieldresistancetoblast,itisnecessarytocareaboutthewayofraisingseedlinginnurserytestfbr

GRLHresistance,ｔｈｅｓｅlectioncriterionfbrgrainsize，andhowtoselectparents．
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